
会（以下，VEC）の支援を得て開発したもので，塩ビ含上のプラスチック；約 40～50wt％）に分離される。軽量プラスチックはそのまま溶融・造粒して栗

。しかし蒸留法は多量の熱エネルギーを必要と

し，耐酸，耐熱製容器が必要なためイニシャルコストも大

きい。より安価な省エネ型の精製法の開発が望まれていた。

　我々は，Fe，Pbなどいくつかの重金属種は，濃塩酸

溶液中では［MClm］
n－m（M：金属元素，Cl：塩素，n：金

属元素価数，m：配位するハロゲン元素の個数）の形態
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の陰イオン（クロロ錯イオン）として存在し，強塩基性
陰イオン交換樹脂に吸着する








